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論 文 内 容 の 要 旨 

















論 文 審 査 の 結 果 の要 旨 
 タウ蛋白は神経原線維変化（NFTs）やピック小体の主要構成成分であり、アルツハイマー病を含むタウ蛋白異
常症といわれる神経変性疾患の病理学的指標となることが知られている。家族性痴呆症 frontotemporal 
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